
令 和 ５ 年 度 事 業 報 告 書 

（令和５年４月１日から令和６年３月３１日まで） 

 

１ 体験交流事業 

札幌の子どもの豊かな感性を育み、心身ともに健全な成長を育むほか、ジュニアリーダー研修

生が活躍する場の提供を目的に、次のような体験交流事業を実施しました。 

令和４年度に引き続き、新型コロナウイルス感染防止対策のため、やむを得ず一部の体験事業

において、実施方法の変更及び中止等の対応を取りました。 

（１）大志塾事業 ＜札幌市委託業務＞ 

北海道開拓１５０周年を契機に「北海道開拓の村」の指定管理者である一般財団法人北海

道歴史文化財団の特別協力を得て実施しました。 

異なった地域や学年の子どもが参加・交流する事業で、開拓の村クラフトなどを自宅で工

作し、みんなの作品展としてＷｅｂサイトで紹介しました。＜参加者数 延べ２４０人＞ 

◇ 第１回 ９月２４日（日）  ◇ 第２回１０月 １日（日） 
 

（２）子どもまつり事業 ＜札子連支部独自事業＞ 

縁日・工作・物販など、創意工夫を凝らしたまつり事業を実施し、延べ約５，２００人が参加

しました。 

（組織形態：区支部が主催、子ども育成諸団体等との共催又は実行委員会のいずれかで実施） 

中央区：第４１回中央区子どもまつり ： ２月 ４日（日） 

北 区：北区子どもまつり ： ９月２４日（日） 

東 区：第２３回東区ふれあい子どもまつり ：１１月１２日（日） 

白石区：白石区子ども遊芽カーニバル ： ７月１７日（月・祝） 

厚別区：第３０回厚別区子どもまつり ： ９月 ３日（日） 

清田区：第１２回清田区子どもまつり２０２３ ： ８月２６日（土） 

西 区：第４２回西区子どもまつり ：１０月１５日（日） 

手稲区：子どもまつり２０２３ ：１１月１９日（日） 
 

（３）地域における体験交流事業 

☆ 私たちのまちのカレンダーづくり ＜札幌市委託業務＞ 

 参加者から寄せられたテーマ作品「私のまちの好きなところ」「こんなまちになったらい

いな」を「２０２４」のモザイクアートに編集し、今年のカレンダーを作成した。 

また、子ども会の育成者がＷｅｂサイトで応援メッセージを送る事業を実施しました。 

＜参加者数：１，７４０人（小学１・２年生を含む家族４３５組）＞ 

☆ 区支部の体験交流事業                         ＜札子連支部独自事業＞ 

❖ 区支部では、地域で仲間と遊ぶ体験・野外で遊ぶ体験が少ない子どもなどに、各区支部

の特性を活かしつつ、集団活動・野外活動の喜び・達成感を感じてもらう体験交流事業を

企画・実施しました。＜小事業区分（居場所づくり、子ども会学校、野外活動推進等）＞ 

その結果、延べ２８回開催され、延べ約２，５００人が参加しました。 

＜居場所づくり・子ども会学校等> 

中央区：第３７回中央区ドリーム号 ： ９月３０日（土） 



こどもの交流の日 ：１１月 ５日（日） 

北 区：スノーキャンプ（子ども会学校） ： １月 ６日（土）～７日（日） 

体験チャレンジ ： ２月２３日（金・祝） 

東 区：第４０回さっぽろ・ひがしミステリーＧＯ ： ９月 ９日（土）～１０日（日） 

白石区：工作教室 ： ８月 ５日（土） 

陶芸体験教室 ：１１月１９日（日） 

第４５回白石区子ども百人一首かるた大会 ： １月２８日（日） 

厚別区：厚別区民まつり(協力事業) ： ７月２８日（金）・２９日(土)  

ワクワク陶芸体験 ：１１月１８日 (土) 

キッズクッキング ：１２月 ２日（土） 

新さっぽろ冬まつり(協力事業) ： ２月１０日（土）・１１日（日・祝） 

豊平区：親子で工作教室              ： １月１４日（日) 

清田区：工作教室                 ： ６月２４日（土) 

第２４回清田ふれあい区民まつり(協力事業） ： ７月１５日（土) 

書き初め                 ： １月１１日（木) 

冬の遊び親子体験【中止】 ： ２月１０日（土) 

その他地域イベント（共催事業：３回）    ： ５月・７月・１月 

          (協力事業：１回)      :  １月２７日（土） 

南 区：第４５回ジャンボリー・第３６回紋別市   ： ８月 1日（火）～２日(水) 

子ども交歓会  

プレイランド ：  ９月１６日（土） 

紋別市訪問交流会 ：１０月 ７日（土）～８日（日） 

あそびの広場 ： １月１４日（日） 

紋別市・南区子ども会リーダー交流会 ： １月２７日（土） 

西 区：深川市農業体験実習（田植え） ： ５月２０日（土) 

（稲刈り）             ： ９月２３日（土・祝) 

子ども体験学校「ＥＣＯ＆自然観察体験隊」 ： ９月１０日（日) 

西区子ども環境広場 ：１１月２５日（土) 

雪を楽しもう「スノーキャンドル２０２４」 ： １月２７日（土）・２８日（日） 

手稲区：子どもの居場所づくり(子ども広場) ：１２月 ２日（土)（２か所） 

 １２月１０日（日)   

        子ども遊びの駅 ： ２月１７日（土）・１８日（日） 

＜野外活動推進事業＞ 

各区支部で、青少年キャンプ場（小野幌・西岡・手稲）を活用し、野外活動が未経験な

子どもを対象に、野外体験事業を企画・実施し、延べ約１７０人が参加しました。 

◇ 東 区：自然と遊ぼう（小野幌） → ７月２７日（木）～２８日（金) 

◇ 厚別区：わくわくキャンプ（小野幌） → ７月２２日（土）～２３日（日） 

◇ 清田区：子ども体験塾【中止】 →１０月１４日（土）～１５日（日） 

◇ 手稲区：子ども学校（手稲） → ７月２９日（土） 
 

（４）地域の教育機関や企業等との連携事業              ＜札幌市委託業務＞ 

新たに地域の教育機関や企業等と連携し、子どもが将来の夢や目標を身近に感じ、次世代

を担う人材育成の重要性を醸成する場となる体験事業を、基本的に自宅・集合体験プログラ

ムを組み合わせて実施し、延べ約２，８００人の参加いただきました。 

このうち、中学生を対象に２つの体験事業を開催いたしました。 
 



◇ バケツ稲づくり  

（協力：一般社団法人全国農業協同組合中央会 ＪＡグループバケツ稲づくり事務局） 

❖ 延べ２０回（５エリア×４回）→自宅体験学習（観察・水やり等） 

❖ 参加者数：延べ１，４００人 

◇ 豊平川びっくり塾  

（協力：北海道開発局札幌河川事務所、札幌市豊平川さけ科学館） 

❖ 延べ６回→第１・３回：自宅体験学習（動画で学ぶ・工作）(午前・午後) 

第 ２ 回：集合体験事業 ＜７月２２日(土）＞ 

❖ 参加者数：延べ２１０人 

◇ まるやまＺＯＯＴＩＭＥ        

（協力：札幌市円山動物園）  

❖ 延べ６回→第１・３回：自宅体験学習（動画で学ぶ・工作）(午前・午後) 

第 ２ 回：集合体験事業 ＜７月２３日(日）＞ 

❖ 参加者数：延べ１２０人 

◇ さっぽろ手稲の森探検塾  

（協力：三菱マテリアル㈱、北海道大学森林研究会)  

❖ 延べ４回→第 １ 回：自宅体験学習（動画で学ぶ）(午前・午後) 

       第 ２ 回：集合体験事業 ＜８月１９日（土）＞ 

❖ 参加者数：延べ５４人 

◇ お天気塾  

（協力：札幌管区気象台）  

❖ 延べ６回→第１・３回：自宅体験学習（動画で学ぶ・工作）(午前・午後) 

第 ２ 回：集合体験事業 ＜８月２０日(日）＞ 

❖ 参加者数：延べ９０人 

◇ ふしぎ☆おどろきサイエンスキッズ  

（協力：札幌市青少年科学館）  

❖ 延べ４回→第１・２回：自宅体験学習（動画で学ぶ・工作）(午前・午後) 

❖ 参加者数：延べ９８人 

◇ エネルギー塾 ～風の力を利用したクリーン発電～ 

（協力：札幌市環境局、コスモエコパワー株式会社）  

❖ 延べ６回→第１・３回：自宅体験学習（動画で学ぶ・工作）(午前・午後) 

第 ２ 回：集合体験事業 ＜９月３０日(土）＞ 

❖ 参加者数：延べ１１４人 

◇ みんなの☆ユニバーサルデザイン   

（協力：北星学園大学、北海道運輸局）  

❖ 延べ６回→第１・３回：自宅体験学習（動画で学ぶ・工作）(午前・午後) 

第 ２ 回：集合体験事業 ＜１０月２２日(日）＞ 

❖ 参加者数：延べ５４人 

◇ シマエナガを守ろう ～気候変動とＳＤＧｓ～  

（協力：札幌市環境局、北海道大学大学院地球環境科学研究院、旭山森と人の会）  

❖ 延べ４回→第１・２回：自宅体験学習（動画で学ぶ・工作） （午前・午後） 

❖ 参加者数：延べ１９８人  

◇ 北の海を守ろう  

（協力：株式会社札幌副都心開発公社(新さっぽろサンピアザ水族館)、札幌市環境局）  



❖ 延べ６回→第１・３回：自宅体験学習（動画で学ぶ・工作）(午前・午後) 

第 ２ 回：集合体験事業 ＜１月９日(火）＞ 

❖ 参加者数：延べ４６８人 

◇ 話し方オンライン講座（面接で心をつかむ伝え方） 

（講師：株式会社サポルテ専任講師 有田 惠氏）  

❖ 延べ３回：Ｚｏｏｍ活用によるオンライン体験事業 ＜１月１３日(土)＞ 

❖ 参加者数：２６人（対象者：中学生） 

◇ 外国のライフスタイル&カルチャー 

（協力：公益財団法人札幌国際プラザ（多文化交流部)） 

❖ 延べ４回：Ｚｏｏｍ活用によるオンライン体験事業 

＜１月１０日(水)、１月１１日(木)：ロシア・中国＞ 

❖ 参加者数：６人（対象者：中学生） 
 

（５）キャンプ場管理運営事業 ＜札幌市委託業務＞ 

札幌市青少年キャンプ場（西岡、小野幌、手稲）を管理運営しました。 

新型コロナウイルスに対する規制緩和（５月に感染法上の２類から５類へ移行等）によ

り、３キャンプ場とも利用団体数・人数とも増加しました。 

 

（６）子どもの体験活動の場「Coミドリ」 ＜札幌市補助事業＞ 

南区の旧真駒内緑小学校の跡地施設を活用した子どもの体験活動の場「Ｃｏミドリ」は、

子どもの自立性や社会性を育む事業運営により、令和５年度で４年目となりました。 

令和５年５月上旬、新型コロナウイルスの感染症法上の位置付け変更（２類から５類へ移

行）などもあり、子どもが日常的に来所して遊べる体験活動の場（遊び場・居場所）の環境

整備について、市内プレーパーク活動団体との連携を強化し重点をおいて取り組みました。 

また、地域との連携にも力を入れ、持ち込み企画による体験事業にも多数取り組んだ。 

さらには、利用している子どもや大人との話し合いにより、提案・参加型の体験活動の場

をつくり続けるなど、子ども・保護者ニーズの多様化に対応した子ども体験活動の場として、

各体験事業のバランスを図りつつ、ブラッシュアップを図りました。 

この結果、この規制緩和を背景としつつ、年間利用者総数は３３，４３３人となり、前年度の

１８，７３４人から１４，６９９人増、前年度に比べて約１．８倍となりました。 

このほか、市内全域への広報 (Ｗｅｂサイト・小学校経由のＰＲチラシ)などにより、プレ

ーパークの参加者は、南区以外が約４８％で、引き続き市内全域からの来場がありました。 

 

（７）おしごと体験事業 ＜札幌市補助金事業＞ 

子どもの興味・関心に基づき、経験機会のないおしごと体験を専門学校との協力連携によ

キャンプ場 
令和５年度 令和４年度 増加数 

利用団体数 利用者数 利用団体数 利用者数 利用団体数 利用者数 

小野幌 １２団体 ４０２人 ５団体 １８６人 ７団体 ２１６人 

西 岡 １０団体 ５４３人 ３団体 ７０人 ７団体 ４７３人 

手 稲 １０団体 ３４２人 ５団体 １３１人 ５団体 ２１１人 

計 
３２団体 

 

１，２８７人 

 

１３団体 

 

３８７人 

 

１９団体 

（2．5倍） 

９００人 

（3．3倍） 



って各学校施設で実施し、延べ３６９人が参加しました。（令和４年度：２６２人の約１．４倍） 

◇ 看護医療 ＜８月７日(月)＞                    ３２人 

（学校法人滋慶学園 札幌看護医療専門学校）  

   ◇ 芸術デザイン ＜８月６日(日)＞ １４２人 

（学校法人美専学園 北海道芸術デザイン専門学校) 

◇ マンガ・アニメ・声優 ＜１１月１１日(土)＞ ６０人 

（学校法人北海道安達学園、札幌マンガ・アニメ＆声優専門学校） 

◇ ヘアメイク＆パテシェ ＜１１月１２日(日)＞           １３５人 

（学校法人三幸学園、札幌ビューティーアート専門学校、札幌スィーツ＆カフェ専門学校）   
 

（８）創設５０周年記念 ウポポイ体験事業  ＜札子連独自事業（本部・区支部共同）＞ 

       札幌の子ども会育成連合組織の立ち上げから５０周年を記念して、子ども会会員（小学４

～６年生）を対象に、日帰りバスツアーで白老町にある「ウポポイ（民族共生象徴空間）」

への体験事業を実施し、延べ１７５人（子ども１２８人、大人４７人）の参加がありました。 

◇  ９月 ９日（土）：北区、白石区、豊平区、清田区 

◇  ９月２４日（日）：手稲区 

◇ １０月 ７日（土）：東区 

◇ １０月２８日（土）：中央区、厚別区、南区、西区 

 

２ 育成事業 

（１）ジュニアリーダー養成研修事業 ＜札幌市委託業務＞ 

『心とワザを磨こう！～子どもたちに魅力のあるリーダーを育てよう～』を基本的な考え

方に、ジュニアリーダーを養成する基本研修・テーマ研修は、新型コロナウイルスが感染症

法の２類から５類に変更等もあり、登録者・参加者とも前年度より増加しました。 

名称区分 対象学年 ジュニアリーダー研修回数 
登録者数 

(令和６年３月31日現在) 

基
本
研
修 

養成 小学４・５年生 全３回 

（日帰り２回、宿泊１回） 

１，０６８人 
【登録者内訳】 

養成：５２８人 

初級：１９７人 

中級：２２６人 

上級：１１７人 

(延べ参加者数) 

１，００８人 

初級 小学６年生・中学１年生 

中級 中学２・３年生 
全４回 

（日帰り２回、宿泊２回） 

上級 高校１年生以上 
全４回 

（日帰り３回、宿泊４回） 

テ
ー
マ
研
修 

１０区 ジュニアリーダー研修登録者 

小学３～６年生 

２０回（日帰り研修・各区：防災） 

(延べ参加者数) 

２７１人 
全市 ２回（日帰り研修：防災） 

全市 
ジュニアリーダー研修登録者 

中学1～３年生 
２回（日帰り研修：防災） 

 

（２）リーダー研修事業 ＜全子連・指定都市子連・札子連 共催事業＞ 

◇ 第５２回指定都市子ども会ジュニアリーダー研修会熊本大会 

❖ 日  時：令和５年８月１８日（金）～２０日（日） 

❖ 場  所：熊本国際交流会館、国立阿蘇青少年交流の家 

❖ 参加人数：３名（上級研修生２名、修了生１名） 
 

（３）育成者研修支援事業 ＜札子連独自事業＞ 

子ども会活動の課題を他都市子連の関係者と意見交換し、札子連事業等への還元を目的と



する研修会に参加した。また、区支部においても育成者研修会を実施しました。 

◇ 第５６回全国子ども会育成中央会議・研究大会  

 ❖ 日 時：令和５年１０月２７日（金）～２９日（日） 
  ❖ 場 所：札幌市（京王プラザホテル、かでる２・７） 

 ❖ 参加者：延べ３２人  個人表彰者（３名） 

 ❖ その他：当連合会は特別協力 

◇ 第５９回指定都市子ども会育成研究協議会 

❖ 日 時：令和５年１０月２１日（土）～２２日（日） 

❖ 場 所：仙台市（ホテル仙台ガーデンパレス） 

❖ 参加者：会長、副会長(１名)、事務局（総務主幹） 
 

（４）子ども会活動表彰事業 ＜札子連独自事業＞ 

◇ 札子連表彰 

当連合会の定時総会で、表彰状並びに記念品を贈呈して表彰しました。 

❖ 単位子ども会 ：３団体（７年以上にわたって活動) 
❖ 子ども会育成者： ８名（１０年以上にわたって活動) 

◇  全国子ども会連合会表彰  （２０年以上活動にわたって活動） 

❖ 単位子ども会 ：１団体  ❖ 子ども会育成者：２名 

◇  指定都市子ども会連絡協議会表彰（２０年以上活動にわたって活動） 

❖ 単位子ども会 ：１団体  ❖ 子ども会育成者：なし  
 

（５）職員研修事業 ＜札子連独自事業＞ 

全子連の安全共済会加入手続き、個人情報保護、市委託業務の運営方法・報告手続きにつ

いて、定例の職員ミーティング及び職員研修会を開催しました。 

 

３ 助成事業 

（１）札子連修了生の会（Ｓ１０ＬＣ） 助成事業 ＜札子連独自事業＞ 

令和５年度は助成事業の申請はありませんでした。 
 

（２）子ども会体験活動助成事業 ＜札子連独自事業＞ 

◇ ウイズコロナ禍ではありましたが、１０区４７団体に利用いただきました。 

（１団体 上限２０，０００円） 

◇ 子ども会を立ち上げる団体への助成事業を実施し、北区・１団体へ活動助成を実施しま

した。（最長３年目まで助成） 

 

４ 普及啓発事業  ＜共同募金会助成事業・札子連独自事業＞ 

子どもやその保護者、地域の関係団体や住民の皆様に、活動の楽しさや子どもの成長など、

子ども会の意義やその成果を知っていただくために、広報誌の配布等によるＰＲ事業について、

単位子ども会のほか、市内の小学校・児童会館・区民センターなどを通じて実施しました。 

また区支部では、赤い羽根共同募金の街頭啓発に協力をいたしました。 

☆ さっぽろっ子（札子連の広報誌） 年１回発行（３月） １５，０００部 

☆ 各支部の広報紙・機関紙 年１～２回発行  

☆ パネル展 区支部ごと、各種行事に合わせて開催 

☆ 札子連Ｗｅｂサイト           Ｗｅｂ申込みなどでアクセス数の増加  

（令和２年６月にリニュ―アル実施） 



 

 

 
 
 

 

 

５ 安全共済会事業 ＜全子連委託業務・札子連独自事業＞ 
◇  全子連の安全共済会への加入者数 

❖ 令和５年度：２２，９３１人＜前年度  ３，１８２人増（約16％増）＞ 

※ 令和４年度：１９，７４９人＜前年度  ５５２人減（約３％減）＞ 

※ 令和３年度：２０，３０１人＜前年度４，１２７人増（約 25％増）＞ 

※ 令和２年度：１６，１７４人 

◇ 単位子ども会数 

❖ 令和５年度：３３７団体  ＜対前年度２８団体増＞ 

※ 令和４年度：３０９団体  ＜対前年度２２団体増＞ 

※ 令和３年度：２８７団体  ＜対前年度２８団体減＞ 

※ 令和２年度：３１５団体 

◇ その他 

また、会員の怪我発生時に支払われる医療共済金は、ウイズコロナ禍で発生しませんでした。 

このほか、１０年無事故の単位子ども会１４団体に、賞状・記念品を贈呈して褒賞しました。 
 

６ 重要な契約の報告 

契約の概要（業務名） 相手方 契約金額 

札幌市ジュニアリーダー養成研修企画・実施業務 札幌市 ９３，９４０千円 

札幌市「子どもの体験活動の場」運営事業費補助金 札幌市 ２６，１５４千円 

 

７ 管理運営の報告（令和５年度末） 
☆ 理 事：１５名（非常勤１４名、常勤１名）（会長１名、副会長２名、常務理事１名） 

☆ 監 事：  ２名 

☆ 理事会：令和５年６月  ９日(金) 令和５年度 第１回理事会 

令和６年３月 ７日(木) 令和５年度 第２回理事会 

☆ 総 会：令和５年６月２５日(日) 

☆ 事務局：本部事務局、区支部事務局（１０区）、Ｃｏミドリ事務局 

◇  本部事務局の職員 

事務局長   事務局次長（欠員） 

総務主幹   地域連携事業主幹（令和５年１２月３１日付 自己都合退職） 

       調整主幹（令和５年９月３０日付 自己都合退職） 

研修事業係長 体験事業係長（令和６年１月３１日付 自己都合退職） 

調整主査   チーフ 

◇ 本部・区支部事務局の常勤的嘱託職員 

４名 自己都合退職、４名 新規採用 

◇ Ｃｏミドリ事務局の職員：施設長、主査、チーフ、プレーワーカー(数名) 

区  分 
閲覧数（セッション数） 

※ 訪問者が開いたページ数 
閲覧数の増減 訪問者数 訪問者数の増減 

令和５年度 74,487件 824件減 49,457人 5,281人増 

令和４年度 75,311件 13,257件増 44,176人 9,578人増 

令和３年度 62,054件 ― 34,598人 ― 


